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要約 子どもの発言を教師や他の子が繰り返し発言する指導法を復唱法と呼ぶ。復唱法を活用することで,①一人

一人の理解を確認することができる。②子ども自身が自分の間違いに気づくことができる。③教師が子どもの

発言のよさに気付くことができる,などの効果がある。復唱法を活用するためには,課題に対する子どもの発

言を予想し,キーワードとそれに対する切り返しを準備しておくことが大切である。
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|。はじめに

1.「すれ」の存在と復唱法

筆者(志水)はこれまで,算数の授業において教師

が子どもの発言をつかみ,それに適切に反応すること

(Catch & Response)の重要性を提唱し,そのための

教師の能力をCR能力と呼んできた・1赳。また, CR

能力についての研究の中で,子どもの反応と教師の切

り返しがかみ合わなかったり,子ども同士の思いや考

えが食い違っていたりする場面があることに筆者は気

付き,それを「ずれ」と定義した・3細。

「すれ」は一見,子どもが学習内容を理解する上で

障害になるように思われる。「ずれ」がなく,どの子

も同じように理解が進んでいくのがよい授業であると

思われがちだからである。しかし,実際には子どもの

考え方や理解の仕方はいろいろで,「ずれ」がない授

業の方が不自然である。むしろ,教師や子どもが「ず

れ」の存在に気付き,それを授業に生かすことの方が

大切である。

「ずれ」には,相手の発言の意味がわからなかった

り,誤解したりすることから発生するものがある。つ

まり,発言の真意をとらえることができていない場合

である。このような場合には,まず相手の発言を正し

く理解することが「ずれ」を生かすことにつながる。

また,相手の発言を正しく理解した上でお互いの考

えや思いが異なっているという「ずれ」もある。この

ような場面では,それぞれの考えや思いを明確化し,

それを共有化することで,理解をさらに深めることが

できる。

いすれの場合にも,もとになる発言に焦点を当てて

振り返る場面が必要である。そこでもとの発言を繰り

ー

返し発言することが「ずれ」を生かすための指導法と

して有効であると考えた。

このように,教師と子どもとのやりとりや,子ども

相互のやりとりの中で,お互いが一方の発言を繰り返

し発言する方法を復唱法と呼ぶことにする。

2。復唱法の技法

筆者(志水)は,授業で復唱法を活用するための具

体的な技法として,以下の点を挙げてきた。

R1 子どもの発言を教師が丸ごと復唱する。

R2 子どもの発言の中からキーワードになる言葉を

抽出し,そこを強調して復唱したり,短く要点

的に復唱させたりする。

R3 いい発言に対し,教師が価値付けをして復唱し

たり,復唱させたりする。

R4 子どもの発言に対し, Whatの発問で切り返し

て,発言の内容を具体化する。

R5 子どもの発言に対し, Whereの発問で切り返し

て,発言の内容を視覚化する。

R6 復唱した言葉を板書する。

R7 間違いも復唱する。

H。研究の目的と内容

本研究は,復唱法活用場面の具体を挙げながら,そ

の有効性に迫ることを目的とし,以下の内容で進めて

いくことにする。

(1)復唱法活用を盛り込んだ学習指導案の作成

・子どもの発言を予想し,それに対する切り返し

を準備する。
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(2)授業記録とその考察

・具体の授業場面から前述の復唱法の技法を抽出

し,その効果を明らかにする。

|||。学習指導案の立案

1.復唱のキーワード

授業で復唱法を活用するためには,課題に対して子

どもがどんな発言をするかをあらかじめ予想しておく

必要がある。そして,その中からどの言葉を復唱する

かを学習指導案に盛り込んでおくのである。これを

「復唱のキーワード」と呼ぶことにする。

もちろん,子どもは教師の予想とは異なる発言をす

ることが多い。しかし,あらかじめ「復唱のキーワー

ド」を予想しておくことで,突然の子どもの発言に対

して教師が対応する準備ができるのである。また,

「復唱のキーワード」に近い言葉を拾いながら授業を

展開していくことで,1時間の授業のねらいに迫るこ

とができる。

「復唱のキーワード」の決め出しに当たっては,以

下の点に留意したい。

(1)2~3の児童のタイプを想定し,それぞれの子

どもたちが課題に対してどのように反応するかを

予想する。

(2)予想した反応の中から,本時のねらいにつなが

る言葉や子ども同士の「ずれ」が予想される言葉

を選び出す。

(3)選んだ言葉を「復唱のキーワード」とし,それ

に対する教師の切り返しを準備しておく。

巾

(2)

2。学習指導案の実際

以下は,「復唱のキーワード」を盛り込んだ学習指

導案の実際である。

算数科学習指導案

単元名 2年「1000までの数」

本時の主眼 3つの学校の人数を比較する場面で,数を数え棒で図示したり位の数に着目したりすること

を通して,数の大きさ比べのしかたを3つのきまりに整理し,そのきまりを活用して穴あき3

位数の大小を比較することができる。

(3)本時の位置 全12時間中5時

前時:10や100のいくつ分かを考えることを通して,数の相対的な大きさをとらえた。

次時:折り鶴を100ずつ線で囲む活動を通して,1000の構成や数の系列をとらえる。

(4)展開
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IV.授業の記録と考察

1.一人一人の理解を確認する復唱法

子どもたちの中には,友だちの発言を一度聞いて理

解できる子と一度では理解できない子とがいる。特に

授業のねらいにつながる発言については,その発言の

意味を子どもたちみんなが本当に理解できたかという

観点が必要である。このようなとき,復唱法を活用し

て子どもの発言を復唱させることが有効である。

本授業では次のような場面があった。
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(考察)

3桁の数の大小比較をする場面で, 369と427は百の

位を比べて427の方が大きいことを学習した後で, 427

と430を比較させた。比較するのが百の位から十の位

に移ったことに着目させたい場面である。

学習指導案では,数え棒を根拠にする子や,直感的

に430の方が3大きいという子など様々な反応が出て

くるだろうと予想していた。

ところが,最初から「十の位で比べればいい」(C1)

とねらいに直接つながる発言が出てきた。まわりの子

も「うん,そうそう。」と反応してうなずいている。

「そうだよね。十の位で比べればいいよね。」と切

り返せば授業はスムーズに展開する場面だったかもし

れない。しかし,この場面では「十の位で比べる」と

いう言葉の意味をどの子も本当に理解しているかを確

かめる必要がある。

そこで授業者は,あえて「どういうこと?」(T1)

と切り返して,C1の発言を他の子に復唱させた(復

唱法の技法R4)。

この授業者の切り返しに対して,C2が「百の位が

同じだったら……」と十の位で比べるときの条件を加

えながらC1の発言を復唱した。 C2がC1の発言をし

っかり理解できていたことがわかる。また,「百の位

が同じだったら……」という条件が付け加えられたこ

とで,C1の発言の意味が一層明確になった。

このときの「どういうこと?」という切り返しの発

問を,「Whatの発問」と呼ぶ。この「Whatの発問」

には,単に友だちの発言を復唱させるだけでなく,自

分なりの言葉で友だちの発言を説明させるという効果

がある。すなわち,一人の子の発言を他の子がどう受

け止めたかをこの発問で確かめることができるのであ

る。

しかしまだ,「十の位がどこか?」ということは発

言に表れてきていない。つまり,発言の内容と具体の

数字がまだ直接結びついていない。

そこでT2やT3のように,十の位を明確にさせる発

問が必要となる。これは復唱法の技法R5に当たる。

この発問に対し,子どもは427の「2」を指さした

り(C3),430の十の位を「3」と答えたり(C4)し

ている。

これによって,「十の位で比べる」という発言が,

427と430だったら2と3を比べるという意味であるこ

とが明確になった。

このように,発言の内容が数・図・式などのどこに

当たるかを問う発問を「Whereの発問」と呼ぶ。

「Whereの発問」には,抽象的・一般的な発言の内容

を視覚化させることで理解を促すという効果がある。

さらに授業者は,C1の発言を黒板に板書した(復

唱法の技法R6)。ここで「十の位で比べる」という

キーワードを板書しておくことが,授業の終未で一時

間を振り返るときの手がかりとなるのである。

2。子ども自身が間違いに気付く復唱法

子どもの発言にはもちろん間違いもある。子どもが

間違えた発言をしたとき,教師にはその間違いに対し

て指導しなければならないという意識が強く働く。し

かしその結果,子どもの発言を否定してしまうことに

なりがちである。

たとえ間違いであっても,その子がそう考えたこと

は事実なのだから,その間違いをそのまま受け入れて

授業を組み立てていきたい。すなわち肯定的に授業を

構成していきたいのである。そのためには間違いもま

す復唱することが大切である。本授業では次のような

場面があった。

(考察)

C5の子どもは582と543の2数の大小は正しく判断

できたものの,どのきまりを使ったかの判断では⑤と

間違えた(C6)。授業者はT7でその間違いをそのま

ま復唱した(復唱法の技法R7)。
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授業者がC6の間違いを復唱したことで,まず,ま

わりの子がその間違いに気づいて「ちょっと違うよう

な。」(C7)とつぶやいた。そのつぶやきを聞いて,

今度は間違えた本人が「……間違えた。十の位」(C8,

C9壮言って,自分の間違いを修正することができた。

すなわち,T,の復唱およびC,の9ぶやきがこの児童

に自分の発言を振り返らせるきっかけを与えたと考え

られる。授業者は「よかったあ。よく気が付いたね。」

口9, Tl3)と自分で修正できたことを誉めている。こ

うすることで,間違えたことを否定せず,肯定的に受

け止めて授業を構成していくことができる。

「教室は間違えるところだ」と言うが,子どもたち

にとって本当に教室は「間違えても大丈夫な場所」と

なっているだろうか。子どもたちが「間違えても大丈

夫」と思えるためには,間違えた子が自分でその間違

いを修正できるということが大切だと考える。自分で

修正できたからこそ「さっきは間違っちゃったけど,

今度はわかったよ。」と振り返ることができるのであ

る。教師や他の友だちから修正されたのでは,たとえ

その指摘が正しく,それを理解したとしても追究の意

欲は弱まってしまう。

教師が間違いを復唱する場面では,教師の復唱や間

違いに気付いた子のつぶやきによって,発言した子の

メタ認知が促されると考えられる。

國分康孝(1979)は,カウンセリングのための技法

として受容・支持・繰り返し・明確化・質問をあげ,

そのうち「繰り返し」について次のように述べている

「『繰り返し』とは相手の話したポイントをつかま

えて,それを相手に投げ返すのである。『私はあなた

の話をこういうふうに理解しましたが,私の理解に間

違いはないでしょうか』と確認する気持ちをこめて,

ポイントを復唱するのである。クライエントとしては,

自分の話したことが音声になって外から戻ってくるわ

けであるから,自分の気持ちや受けとり方を離れて眺

めることができる。」

國分は,カウンセラーの復唱によってクライエント

が自分の発言を客観視することができると述べている

が,同じ作用が授業における教師の復唱にもあると言

えるだろう。

自分の間違いに気づくことができたこの児童は,後

にあげる場面3では,今度は正しく「十の位で比べれ

ばいい」(C19)と自信をもって発言している。自分の

間違いを自分で修正し,それを授業者から認められた

ことが場面3での発言につながったと思われる。

間違いを復唱し本人に気づかせることで,「間違え

た」というマイナスを「今度はわかったよ」というプ

ラスに変換させることができるのである。

3。教師が子どもの発言のよさに気付く復唱法

教師が子どもの言葉を復唱すると,それは子どもば

かりでなく,教師自身の頭の中でも繰り返される。そ

れが,子どもの発言のよさの発見につながる。本授業

では次のような場面である。

(考察)

子どもは教師が予想もしなかったことを発言する。

そのようなとき,教師は子どもの発言の意味をすぐに

は理解できないこともある。上記の場面で言えばC13

の「どっちもどっち」という発言がそれに当たる。

授業者はこの発言の意味がわからなかったので,な

んとか発言の真意をつかみとろうとして,とにかく

「どっちもどっちかあ。」と丸ごと復唱した(復唱法の

技法R1)。

そして,さらにその後で「その通り!」と付け加え

て, Cl3の発言を価値付けて受け入れようとした(復
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唱法の技法R3)。この「その通り!」という価値付

けの言葉がけがC14のつぶやきを引き出したと考えら

れる。すなわち,授業者が「その通り!」と言ってC13

の発言を肯定したことにより,「そうだよ。百の位が

同じだよ。」とC13の意味を補完するつぶやきが出てき

たのである。

授業者は,学習指導案立案の段階で,この場面での

子どもの反応を様々に予想し,「百の位が同じ」とい

う言葉をキーワードとして挙げていた。だからC14の

つぶやきを聞いて,「どっちもどっち」の意味がわか

ったのである。

また,「どっちもどっち」という言葉が,「百の位が

同じ」というこの問題場面の条件を実にうまく表現し

た言葉であることにも気が付いた。すなわち,前問は

百の位が異なっていて2数の差が大きかったのに対

し,今度は百の位が同じだから2数が僅差であること

を「どっちもどっち?」と表現したのである。

この発言のよさに気付いた授業者は,「百の位が3

と3だから」(Cl5)という発言に対して「そうだよな

あ。百の位が3の3だもん。よく見つけたね。」と共

感して復唱することができた。このようにキーワード

になる言葉を強調して復唱する(復唱法の技法R2)

ことによって発言の意図がより明確になる。

「どっちもどっち」という発言が飛び出した場面は,

授業者にとってピンチの場面であった。発言の真意が

つかめず,どう切り返していいか迷ってしまったから

である。しかし,授業者がその発言を復唱し,その発

言のよさに気付くことができたので,あらためてFど

っちもどっちだけど比べられる?」(T2o)と切り返す

ことができた。すなわち,ピンチをチャンスに換える

ことができたのである。

V。研究の成果と今後の課題

本研究では,復唱法の活用に焦点を当て,1時間の

授業を構想することにより,以下のような成果があっ

た。

(1)復唱のキーワードを予想しておくことにより,

子どもの発言に対する教師の対応が準備され,子

どもの言葉を拾いながら授業を構成していけるこ

とがわかった。

(2)復唱法の具体的な技法とその効果を授業の具体

場面から取り出すことができた。

今後の課題としては,

(1)復唱法の技法とその効果について,多くの授業

場面から検証し,復唱法の有効既を立証していく

こと。

(2)教師が復唱法の技法を修得するための手続きに

ついて明らかにしていくこと。

が挙げられる。
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